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様式３（総合評価表）
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３．分野横断の共通課題
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１ 共通的課題１｜医療需要への対応

予防

発症・重症化予防や受療行動の適正化等

需要増

がん ๏ 若い世代の喫煙率の高さ 
๏ 定期予防接種率の低さがん ๏ 若い世代の喫煙率の高さ 

๏ 定期予防接種率の低さ

脳 
心 
糖

๏ 特定健診受診率及び外来受
療率が低く、危険因子（血
圧や血糖値等）が傾向。全
国に比べても高い。

【脳・心・糖の中間アウトカム】危険因子の改善（抜粋）

危険因子の改善に向けた、検
診受診率向上とかかりつけ医
機能の強化

受療行動

心 
救急 
在宅

๏  高齢化の進展による急
激な需要の増大

【救急搬送件数】（出典：R5年度消防防災年報）

救急 
小児

๏ 高齢者救急増大 
　 →＃7119活用
๏ 小児救急ひっ迫 
　 →＃8000活用

๏ 時間外受診の多さ
【救急・初期アウトカム】初期救急体制の整備

R4年度 R5年度 R6年度

＃8000の利用件数 22,609 23,698 24,372

高齢者救急への対応力強化
と、地域包括ケア機能の拡充

＃7119、＃8000の利用促進
と、オンライン診療の検討

沖縄県20.6％

全国17.1％

沖縄県8.4％

全国7.3％

収縮期血圧 
140以上

血糖HbA1c 
6.5以上

R3 R4 R5

64,317 67,771 78,196
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２ 共通的課題２｜医療機能・医療資源の最適配置

医療圏の地域偏在

脳 
心 
糖 
精神

๏ 北部・八重山の専門医不在

๏ 宮古のリハ未整備

๏ 八重山の専門医不在

๏ 離島における医師不足

周産期 ๏分娩施設の集約化を検討

脳S -302 脳S -303 脳S -304 脳S -305 脳S -306 心S -301 脳S‐307 心S-302

脳神経 
外科医数

脳神経 
内科医数

24時間実施可能な医療機関数 回復期リハビリテ
ーション病棟を整
備している医療機

関数

心大血管リハビ
リテーション料
届出医療機関数

超急性期　
t-PA治療 外科手術

脳血管内 
手術 PCI

北部 0 0 0 0 0 2 3 1
中部 9 6 4 1 1 3 5 6
南部 39 12 10 7 7 10 11 12
宮古 1 1 1 1 1 1 0 0
八重山 1 0 1 1 0 2 1 1

拠点機能の強化と役割分担

【循環器の初期アウトカム】

がん ๏ がん種ごとの集約化、
病理診断の集約化につい
て検討

がん ๏　がん診療連携拠点病院と地域がん診療
連携拠点病院（役割分担）

災害 ๏　基幹災害拠点病院（負荷分散と機能強化）

災害・精神 ๏　災害拠点精神科病院の整備

へき地

在宅

๏　へき地拠点病院の取組強化

๏ 　在宅医療提供体制を連携拠点を中心に展開

集約化

離島を含む医療圏間の医療資源
格差への対応を図りつつ、 
限られた医療資源の下で拠点機
能の強化や集約化を進め、 
役割分担による医療提供体制の確
保が必要。

地域偏在の是正と機能強化・役割分担
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３ 共通的課題３｜持続可能な医療提供体制の構築

分野 持続可能性への課題

がん ๏  専門的医療従事者確保

脳卒中 ๏ リハビリ・航空管理の体制維持

心疾患 ๏  緩和ケアの減少

糖尿病 ๏ 専門医の確保

精神疾患 ๏ 児童精神医療体制の維持・確保

救急 ๏ ドクヘリ添乗や小児救急の負担軽減

災害 ๏ DMATの不足と更新率の低迷

へき地 ๏ 代替看護師・ドクヘリ添乗の負担軽減

周産期 ๏ 専門医の確保と医療的ケア児に対応できる訪問看護事業所の
不足

小児 ๏ 小児科医の確保

新興感染症 ๏ 医療人派遣における人材確保

在宅 ๏ 退院支援担当者の確保と地域偏在

医療人材の確保・育成・負担分散による 
持続可能な医療提供体制の構築

๏ 専門医・専門職の養成 
๏ 研修機会の確保 
๏ 地域枠の活用検討

医療人材の確保・育成

医療人材の負担軽減と働き方改革

๏ ＃8000や＃7119を通じた適正受診の啓発 
๏  添乗医師・協力病院への財政支援

地域・多職種による体制補完

๏ タスクシフト 
๏ 多職種連携 
๏ オンライン診療

人材確保のための取組み
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４ まとめ 沖縄県における地域医療提供体制の方向性

（１）医療需要への対応
• 発症予防・重症化予防の推進 
• 高齢化に伴う救急需要への対応 
• 適正受診の促進
➡ 医療需要の適正化

（２）医療機能・医療資源の最適配置
• 医療圏間の医療資源格差への対応 
• 拠点機能の強化と役割分担 
• 必要な医療機能の集約化 

➡医療資源の最適配置

• 医療人材の確保・育成 
• 医療人材の負担分散 
• 多職種連携やICTの活用 
➡ 医療提供体制の持続可能性確保 

（３）持続可能な医療提供体制の構築

離島を含む地理的特性を踏まえ、 
医療需要への対応、医療資源の最適配
置、医療人材の確保を一体的に進め、 
持続可能性の高い地域医療提供体制の構
築を目指す必要がある。


